令和６年４月１２日

保護者各位
都立光明学園校長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島添　聡
学校感染症について
　学校感染症に罹患した場合、お子様の十分な休養や体調の早期回復、訪問教員を介した他の学園生への感染予防のための休養であり、欠席扱いにはなりません。症状が軽快し、医師から登校の許可をいただきましたら、下の授業再開許可書を学校へ提出してください。
また、学校感染症に罹患した場合には速やかに学校までお知らせください。

●　学校感染症（下表）にかかったときは、医師の登校許可が出るまで出席停止となります。

●　訪問授業を再開する際には、医師の記入または保護者の代筆による「授業再開許可書」の提出が
必要です。本校の様式は下のとおりですが、医療機関の様式でも構いません。
※学校のホームページから本校の様式をダウンロードできます。
※学校感染症が発生した場合、個人情報に留意しつつ、予防に必要な情報として「発生した感染症名、学部、学年、学習グループ、バスコース（個人名は伏せます）等」について、さくら連絡網の配信や文書の配布をします。
【主な学校感染症一覧】　　（学校保健安全法施行規則第18条、第19条）
	病　　名
	出席停止期間の基準

	新型コロナウイルス
	発症した後５日を経過し、かつ症状が軽快した後1日を経過するまで

（※発症から10日を経過するまでは、当該児童生徒に対してマスクの着用を推奨する。）

	インフルエンザ
	発症した後５日を経過し、かつ解熱した後２日まで

	百日咳

	特有の咳が消失するまで、又は５日間の適正な治療が終了するまで

	麻疹（はしか）
	解熱した後３日を経過するまで

	流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）
	耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過し、かつ全身状態が良好になるまで

	風疹（３日ばしか）
	発疹が消失するまで

	水痘（水ぼうそう）
	すべての発疹がかさぶたになるまで

	咽頭結膜熱（プール熱）
	主な症状がなくなった後２日を経過するまで

	結核
	感染のおそれがなくなるまで（医師の診断による）

	髄膜炎菌性髄膜炎
	感染のおそれがなくなるまで（医師の診断による）

	コレラ、細菌性赤痢、腸チフス、パラチフス、腸管出血性大腸菌感染症（O-157等）、流行性角結膜炎（はやり目）、急性出血性結膜炎、溶連菌感染症、ウィルス性肝炎、手足口病、伝染性紅斑（りんご病）、マイコプラズマ肺炎、流行性嘔吐下痢症、ヘルパンギーナ等　※基準は感染のおそれがなくなるまで（医師の診断による）


（令和5年5月8日の学校保健施行規則の一部改正による基準）
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東京都立光明学園校長殿

「授業再開許可書」　　
（　S・B　）部門（　小学・中学・高等　）部　第（　　　）学年　　児童・生徒名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
病名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記の病気のため、　　月　　日　～　　　月　　日まで欠席していましたが、病気が軽快し、感染のおそれはないと判断します。
（※保護者記載の場合は、医師の判断を確認した上で御記載いただくようお願いします。）

令和　　年　　月　　日　　病院名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記載者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
訪問生
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